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　誤嚥性肺炎は死因順位第 6 位であり高齢化に伴い今後も患者の増加が予想されます。このため、
誤嚥を防ぐために早い段階での嚥下機能を正確に評価するスクリーニング方法の開発は喫緊の課題
であると考えます。嚥下評価は、特別な器具を必要とせずベッドサイドで評価をするスクリーニン
グと嚥下の様子をＸ線や内視鏡を用いた画像を基に診断する方法がありますが、前者は、画像を用
いないため客観性に乏しく、後者は検査場所の制限や痛みや被爆といった侵襲を伴い、医師の指示
が必要な検査です。
　エコーは看護師を含む様々な職種で使用可能な画像診断装置であり、非侵襲的かつ簡便に画像を
得ることが可能です。またモードを併用する事により嚥下時の組織や食物の動きや速度等を観察で
き数値化し評価する事ができます。
　さらにエコーは、小型化が進み今や携帯可能となり、病院に限らず高齢者施設や在宅での活用が
期待されます。エコーを用いた新たな嚥下スクリーニング法の確立は、高齢者の誤嚥性肺炎の予防
や減少につながると考えます。
　エコーを用いて嚥下時の頸部や食物の動きを定量的に評価することで新たな嚥下スクリーニング
法の基盤を構築したいと考えています。
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高齢者の嚥下機能評価に基づく実践的なスクリーニング法の確立を目指して
います。
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　主にニュータウンやタワーマンションなどの都市開発地域を対象に、公衆衛生看護における地域
診断の在り方を研究しています。地域社会の多様化が進む中、従来の行政区分を基にした地域診断
の方法では、住民の生活実態を十分に反映できないケースが増えています。そこで、保健師が地域
診断を行う際のエリア設定を中心に、より柔軟で実態に即した診断手法の確立を目指しています。
特に、住民の互助ネットワークやソーシャルキャピタルの形成を通じて、地域全体の健康増進を促
す仕組みづくりに取り組んでいます。
　その一環として、健康教育やワークショップを通じた住民参加型の取り組みを推進し、実践して
います。こうした活動を体系化し、「おもしろ健康教育」として特に初学者や新任期の専門職向けに
わかりやすく示し、より多くの人々に伝わる形で発信しています。また、保健医療福祉の専門職向
けの研修や教材開発にも力を入れています。研究と実践の両面から、変化する地域社会に適応した
地域診断の方法と公衆衛生看護のあり方を探求しています。
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https://www.omoken-works.com/

医学書院刊『新任期保健師でもできる！おもしろ健康教育のつくり方』を執筆。
「おもしろ健康教育」を若手保健師の成長ストーリーを通じて解説し、健康教育
をわかりやすく楽しく実践できるようサポートする一冊です。
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